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１．はじめに

　確定拠出型年金（DCプラン、以下、DC）で先

行する米国ではターゲットデート戦略が政策的に

広く普及しているが、その設計には課題もある。

DC加入者の貯蓄や収入の状況、健康状態などは

個人差が大きく、加入者の許容リスクや必要リタ

ーンも幅広く分布している。しかし多くのファン

ドではこうした多様性が十分に考慮されず、グラ

イドパス設計で用いるデータインプットは単に母
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